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研究要旨 OPLL 症例を含む頚髄症患者における術前後の転倒と、それに伴う自

覚症状悪化の発生頻度に関して、後ろ向き研究に引き続いて前向き研究を開始し

た。頚髄症に対する手術を予定している患者に自記式の調査票を配布し、術前か

ら術後 1 年までの転倒の詳細と QOL の推移を調査している。術後１年時にデー

タを収集し、OPLL 患者の転倒とそれに伴う症状悪化の頻度を明らかにし、これ

らの危険因子についても解析を行う予定である。

 

Ａ．研究目的 

頚髄症患者における術前後の転倒と、そ

れに伴う自覚症状悪化の発生頻度を、前向

き調査によってより正確に明らかにするこ

と。 

 

Ｂ．研究方法 

まず本学において研究計画に対する倫理

委員会の承認を得て、計画書と調査用紙を

協力施設に送付した。各施設における倫理

委員会の承認後に、同意が得られた患者に

調査票を配布し、術前から術後 1 年の期間

でデータを収集している。平成 29 年 5 月末

に登録症例数の途中集計を行い、予想され

るサンプル数を明らかにしたい。 

 

Ｃ．研究結果 

本学では、これまでに 32症例の登録患者が

あり、予定通り術後 1 年までの観察を継続

している。 

 

Ｄ．考察、 

現在進行中の前向き調査では、転倒とそ

れに伴う症状悪化の頻度に関して、より正 

 

 

確なデータが得られる見込みである。また、

後ろ向き研究では OPLL 患者が頚椎症性脊

髄症患者に比較して有意に転倒が多い理由

に関して十分な解析ができなかったが、今

回の前向きの研究では、より詳細な分析が

可能となる見込みである。さらに症状悪化

の危険因子と予防策に関しても分析を行い

たい。 

 

Ｅ．結論 

頚髄症手術前後の転倒による症状悪化に関

する前向き研究を、研究計画に従って実施

している。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

なし。 

2.実用新案登録 

なし。 

3.その他 

なし。 

 


